
～一片から広がるwall scape ～
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1. 屋内テラス

2. 玄関

3. 居間

4. キッチン

5. 寝室

天窓・木製ルーバー

0 2m

生い茂る植物

地中から吸い上げられた水分によって成長する植物

各戸の屋上テラスを取り巻いている

排水処理

雨などによる壁中の水分量の急激な

増加を避けるため壁面内部に

水分が留まりにくくする

木製ルーバー・ガラス天井

室内環境の急激な変動を防ぐ

北側採光にし内部空間に光を取り入れる

構造ジョイント

主構造のスチールと内部構造の梁とを繋ぐ

FRP 防水

壁中の水分の浸入を防ぐ

FRP 防水

壁中の水分の浸入を防ぐ

採光・換気窓

密集した住宅地での採光・換気を可能とする

部材によって異なる光の表情が現われる

スチールプレート　t=32mm

この建物の主構造材

半永久的にサイクル可能な材料である

木材

住宅の解体時に排出される木材

廃棄された木材を積層させ構造とデザイン性を兼ねる

また壁の表面積を増やし蒸散を促す

粉砕された木材はウッドチップとして、土へと帰る

壁面緑化

外壁面を緑化させることで、土中の水分蒸散を促す

内部環境はもとより周辺環境を向上させる

換水口　φ150 ～ 350mm

地面の水分を外壁全体へといきわたらせる

グリットを隔離するスチールプレートにあける

石材

住宅の解体時に排出されるコンクリート片や

基礎工事の際に採掘される石など

積層することで構造材とする

金網

壁面に積層する材料を包装する

各ブロックを一塊とすることでブロックが交換可能

貯給水槽　陶器製

外壁の地下部を環状配置されている

陶器性のため水分が染み出し外部の含水状況により給排水を行う

外壁の急激な水分量の変化を緩和する

屋外テラス
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Section_A 　1:12

敷地選定

70年代に宅地分譲された東京都西部の敷地

周辺を建物に囲まれる

老朽化した４戸の一戸建てを５棟の集合住宅へと改築する

内部環境だけではなく周辺環境にまで配慮した提案を行う

Before After

8,000

10,000

15
,0
00

10
,6
0015
,4
00

16
,0
00

6,600

7,000

498,52㎡

層の種類によって水が流れる速度は異な

ります。

速度が遅いと言うことは水を含む時間が

長いということです。含水率の異なる層

を隣り合わせることで水の流れをつくり

だします。すなわち廃材により生じる密

度の際で含水率をコントロールすること

で水の流れをつくりだし建築内部・周辺

の温度環境をコントロールします。

冬場はこの石組みが空気を留め、かまく

らのような断熱効果をもちます。

含水率による熱エネルギーコントロール

ヴォリューム構成

敷地に吹き込む季節風を利用しwall scapeによる効果を最大限に活用します

剰余スペースにCOOL SPOT(緑地)を設けることで、周囲から風が流れ込み、

人々の憩いの場として賑わいをみせます

緑の壁によって生まれた空気は周辺に風を生み出し熱環境をコントロールします
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老朽化が進み、寿命を迎えた建物は解体され廃材となる道をたどります。

排出された材を廃棄物として扱うのではなく、新たな素材として捉え、

建築の部材として再利用することを提案します。廃材を利用することで、

建物解体で生じる CO2 排出を大幅に削減します。それらが構造や建物の

熱環境、周辺環境をつくりだす大きな要素として作用します。

建築廃材を再生させることで新たな住環境を提案します。

解体老朽化 分解 生成

廃材萌芽
Building Life

下から砂、砂利、中くらいの石、大き目の石と組む。上部は植栽がされる

石・小石 砂利 ウッドチップ

WALL VARIATION

植物砂

熱環境コントロール　

内観写真　

含水率ダイアグラム
夏は蓄えられた水分が蒸発することで放熱さ

れ、空気が冷やされます。

冬は砕石間の空気層がつくられ断熱作用をも

たらします。

含水率の高い材から上

に向かって積層するこ

とで、水分が上へと吸

収されていく
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 WALLSCAPE
1,500mm四方のフレームの中に建築廃材・土等を詰め、積み上げます。構造、設備が壁内部に通り、

表面はテクスチャで覆われます。多様な素材を組み合わせることで、豊かな表情を作り出します。

構造ダイアグラム
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構造ダイアグラム

冬は砕石間の空気層がつくられ断熱作用をも

たらしらしまます。

とで、

収され

壁に含んでいる水分が気化することで放熱する

気温 〈高〉　放熱効果

水分が空気を含みながら留まることで蓄熱する

気温 〈低〉　蓄熱効果


